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北海道横断自動車道（黒松内～余市）における計画段階評価

１.後志地域の課題 ２.原因分析

①高次医療施設への速達性が不足 ①後志～札幌間を結ぶ国道５号に隘路が多数存在①高次医療施設への速達性が不足
○後志地域には、二次医療施設が倶知安町等にあるものの、高次医療施設がないため、救

急搬送の多くを札幌・小樽方面の医療施設に依存(図１)

①後志 札幌間を結ぶ国道５号に隘路が多数存在
○救急搬送では患者への負担軽減のため、迅速かつ安静な搬送が重要だが、

主要経路の国道５号は、余市や倶知安等の市街地、稲穂峠等、走行性の悪い区間が存在
(図５)

②広域観光におけるアクセス性の不足
○後志地域は、ニセコエリアをはじめとする観光資源を有するが、高速道路がないため、

国内外の観光客が立ち寄りづらいものとなっている(図２)

②高速ネットワークの未整備による速達性の不足
( )

○国内外に開かれた拠点空港の新千歳空港から、主要観光地ニセコエリアへのアクセスは、
現在の道路ネットワークでは 高速道路を活用しても２時間以上を要し 速達性が低い

③広域物流の速達性・安全性が不足

国内外の観光客が立ち寄りづらいものとなっている(図２)

○道南から小樽港への国際コンテナの輸送において 最短経路が利用できず 大規模な迂

現在の道路ネットワ クでは、高速道路を活用しても２時間以上を要し、速達性が低い

③国際コンテナが通行困難な狭隘トンネル等が存在
○道南から小樽港への国際コンテナの輸送において、最短経路が利用できず、大規模な迂

回が発生
○主要な物流経路では大型車関連事故が多発(図３)

○高さ制限のあるトンネル(４箇所)が点在し、国際コンテナが通行不能
○大型車関連の事故が、市街地や峠部の線形不良区間を中心に発生

④大規模災害時に物流機能が麻痺
○平成12年有珠山噴火時に太平洋側の高速道路や鉄道による物流が不通となり、

日本海側回り（後志地域経由）で代行輸送を行 たが 輸送力が不足し物流が麻痺(図 )
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⑤道央圏内の地域間の連携機能が脆弱

日本海側回り（後志地域経由）で代行輸送を行ったが、輸送力が不足し物流が麻痺(図４)

○社会経済活動で ながりのある道央圏内の拠点都市間の連携が弱い

H20年度宿泊延数（台湾）

    0人

・大雪山国立公園
・銀河の滝・流星の
・層雲峡温泉

札幌市内観光

定山渓温泉
【2日目】

【6日目】

・北海道庁

第2次医療施設

市立小樽病院など

第2次医療施設

市立小樽病院など

第３次医療施設

手稲渓仁会病院など

第３次医療施設

手稲渓仁会病院など
積丹町

○社会経済活動でつながりのある道央圏内の拠点都市間の連携が弱い

（台湾からの観光客）

凡　例

旅行行程
旅行行程（JR）

    1～  100人未満

  100～1,000人未満

1,000人以上

北海道きつね村

・北一硝子

岩見沢

小樽市内観光

・オルゴール堂
・銀の鐘（珈琲館）

北海道庁
・時計台
・大通公園

3

第２次医療施設
余市協会病院

余市町余市町

古平町古平町

積丹町

神恵内村

泊村泊村

札幌市札幌市

札樽道札樽道

R5経由212件/年
(後志地域→札幌)

小樽市

札幌市

※後志地域から小樽市･余市町を除く
※倶知安～札幌平均所要時間96分

229

5

5
東小樽交差点東小樽交差点 北34条交差点北34条交差点

余市交差点余市交差点

図５ 国道５号の状況 （事故はH18-H21ITARDAデータ、その他は北海道開発局）

④活火山等の影響範囲を避けた物流代替機能が脆弱
○日本海側回り（後志地域経由）の場合 十分な輸送力を持った鉄道や連続性
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○道央圏内は、黒松内～余市間の高速道路が
未整備であり 観光や農水産業のポテンシ

資料：宿泊旅行統計調査報告
/国土交通省観光庁

立ち寄りがない
高規格道路計画区間

高次医療60分カバー圏

最短ルート

台北・台湾桃園国際空港
市立函館病院市立函館病院

図１ 後志管内発救急搬送流動状況（H20） 図２ 海外観光客の主な観光ルートの例

・ＪＲ室蘭本線不通によりＪＲ函館本線に振り■管内国道に高さ制限のあるトン

未整備であり、観光や農水産業のポテンシ
ャルを有しつつも、その効果が最大限に発
揮されていない
(図６) 図６ 道央圏の環状機能
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対策案 検討

北海道横断自動車道（黒松内～余市）における計画段階評価

対策案
【全線別線一括整備案】 【一部当面現道活用案】

評 価 軸

【案①】
共和町・岩内町方面（国道276号）からのアクセス性

を重視し 利便性に最大限配慮したルート

【案②】
路線延長短縮による時間短縮を重視したルート

４.対策案の検討

対策案

政策目標 完成時には政策目標を全て達成できる 段階的に達成できる

整備効果 全線完成まで効果が出ない 段階的にではあるが早期に効果が発生

利用時期 全線完成まで利用が不可能 早期に利用可能

を重視し、利便性に最大限配慮したル ト

暮
ら

高次医療施設への搬送時間の短縮

（指標：倶知安～小樽間の救急搬送時間の
短縮）

高速走行により速達性が向上し、高次医療施設への搬送時間が短
縮する

高速走行により速達性が向上し、高次医療施設への搬送時間が短
縮する

岩内・倶知安から小樽市への搬送時間（冬期）
「倶知安～小樽」「岩内～小樽」

岩内・倶知安から小樽市への搬送時間（冬期）
倶知安～小樽 岩内～小樽

凡　　　例

別線整備を検討する区間

サービス水準 80km/h

当面現道を活用する区間

当面サービス水準60km/h

利用時期 全線完成まで利用が不可能 早期に利用可能 し
（
地
域
医
療
）

（指標：岩内～小樽間の救急搬送時間の短
縮

【現 況】 66分 65分
【整 備 後】 47分 49分

【現 況】 66分 65分
【整 備 後】 46分 51分

市街地、線形不良区間における走行性向上

（指標：倶知安～余市間の市街地・峠）

市街地、線形不良区間の回避により走行性が向上する 市街地、線形不良区間の回避により走行性が向上する

市街地、線形不良箇所区間の通過
「市街地 「峠」

市街地、線形不良箇所区間の通過
「市街地」 「峠」

国道

主要道道

一般道道

ＪＲ

供用中

事業中

山地

平地

国立・国定公園

鳥獣保護区

高規格道路

サ 水準 /当面サ ビス水準60 /
（将来は、別線整備も含め多様な手法により、

サービス水準 80㎞/hとする）

）
（指標：倶知安 余市間の市街地 峠） 「市街地 「峠」

【現 況】 5箇所 2箇所
【整 備 後】 0箇所 0箇所

「市街地」 「峠」
【現 況】 5箇所 2箇所
【整 備 後】 0箇所 0箇所

観

新千歳空港から主要観光地であるニセコエ
リアへの速達性の向上

新千歳空港からニセコエリアへの速達性向上により観光地としての
魅力が向上する

新千歳空港からニセコエリアへの速達性向上により観光地としての
魅力が向上する

スキー場

ニセコ開発エリア

市街地

観
光（指標：新千歳空港～ニセコ町役場間の所

要時間）
新千歳空港からニセコエリアへの所要時間
【現 況】 2時間50分
【整 備 後】 2時間05分

新千歳空港からニセコエリアへの所要時間
【現 況】 2時間50分
【整 備 後】 2時間04分

国際コンテナの通行支障箇所の解消 国際コンテナの輸送の効率化が図られる 国際コンテナの輸送の効率化が図られる

物
流

（指標：倶知安～小樽間の国際コンテナの
通行支障箇所の解消）
（指標：岩内～小樽間の国際コンテナの通
行支障箇所の解消）

国際コンテナ通行支障トンネル（高さ不足）
「倶知安～小樽」「岩内～小樽」

【現 況】 4箇所 2箇所
【整 備 後】 0箇所 0箇所

国際コンテナ通行支障トンネル（高さ不足）
「倶知安～小樽」「岩内～小樽」

【現 況】 4箇所 2箇所
【整 備 後】 0箇所 1箇所

凡例

別線整備を検討
する区間

当面現道を活用

特
徴

速 達 性  計画延長が案②より長く、移動時間もやや遅い。  計画延長が案①より短く、移動時間もやや早い。

経 済 性
 路線延長は長いが、急峻な地形部の通過を短縮でき、大規
模な構造物を削減できることから事業費は案②と同程度。

 路線延長は短いが、急峻な地形部の通過が長くなることや、
鉄道と交差する回数が多くなることから大規模な構造物が必要
となり、事業費は案①と同程度。

利 便 性 道 経由 共和 岩 方 性が良
 札幌小樽方面から共和町・岩内町へ向かう交通については迂図７ 当面の整備方針（案） 〔 部当面現道活用案〕 する区間 利 便 性  国道5号経由での共和町・岩内町方面のアクセス性が良い。
 札幌小樽方面から共和町 岩内町へ向かう交通については迂

回が生じる。

倶知安市街地と国立公園、
鳥獣保護区を回避するため
国道５号の西側しか通過でき
ない

案① 共和町・岩内町方面アクセス性を重視
対応方針：
１．一部当面現道活用案を選定。

案①

図７ 当面の整備方針（案） 〔一部当面現道活用案〕

稲穂トンネル

島付内トンネル
国富トンネル

部当面現道活用案を選定。
２．共和町・岩内町方面（国道276号）からのアクセス性を重視し、利便性に最大限配慮したルート【案①】を

選定。

（理由）
政策目標を効果的に達成していくため 「政策目標に対する現道の使われ方からの評価」 「現道課題

案②

余市ＩＣを起点として余市・仁木市街地、
農 道

盤の沢トンネル

政策目標を効果的に達成していくため、「政策目標に対する現道の使われ方からの評価」、「現道課題
からの評価」を行い、課題が大きい区間（倶知安～余市IC間）については、別線で整備することを検討す
ることとし、現道の走行性が比較的高い区間（黒松内IC～倶知安間）については、当面現道を活用する。

別線整備を検討する区間（倶知安～余市IC間）においては、地域意見を踏まえるとともに、沿道のみな
平坦部の農地帯を回避するため国道
５号の東側しか通過できない

案② 路線延長短縮による時間短縮を重視

（参考）当該事業の経緯等

らず後志地域全体の政策目標への効果を踏まえ、共和町・岩内町方面からのアクセスに配慮したルートを
選定。

図８ 別線整備を検討する区間（倶知安～余市IC間）の比較ルート（案）
（参考）当該事業の経緯等

地元調整等の状況
Ｈ23年6～8月 ヒアリングで後志地域管内市町村長、その他関係団体に、政策目標（考え方）、整備方針（考え方）、国道の

課題、通過位置の基本的な考え方（案）について意見を聴取
Ｈ23年9～10月 ヒアリングで後志地域管内市町村長及び関係団体、アンケートで沿線住民及び道路利用者に、政策目標（案）、

○ 地域意見を踏まえるとともに、沿線のみならず後志地域全体の政策目標への効果を踏まえ、共和町・岩内町方面からのアクセスに
配慮した【案①】を選定。さらに、地域意見を踏まえ、概ねの通過予定位置及び連結予定位置を設定し、別線整備を検討する区間
（倶知安～余市IC間）の整備方針（案）とする。 Ｈ23年9 10月 ヒアリングで後志地域管内市町村長及び関係団体、アンケ トで沿線住民及び道路利用者に、政策目標（案）、

当面の整備方針（案）、通過位置・連結位置の基本的な考え方（案）、比較ルート（案）について意見を聴取
Ｈ23年12月 北海道地方小委員会において、対応方針（案）（ルートとして案①を選定する等）を妥当と判断

地域の要望等
Ｈ25. 5月 ：後志管内20市町村による後志総合開発期成会が｢黒松内余市間｣の早期整備を国土交通省に要望月 後志管内 市町村による後志総合開発期成会が 黒松内余市間｣の早期整備を国土交通省に要望

Ｈ25. 8月、10月 ：民間主体（81団体）による、しりべしに高速道路を実現する会が「黒松内余市間」の早期整備を国土交通

及びH26.2月 省に要望

Ｈ25. 8月、10月 ：後志管内の市町村及び経済団体等９２団体による北海道横断自動車道黒松内・小樽間建設促進期成会が

及び11月 「黒松内余市間」の早期整備を国土交通省に要望及び11月 「黒松内余市間」の早期整備を国土交通省に要望

Ｈ25. 8月 ：北海道知事が「黒松内余市間」の早期整備を財務大臣に要望

Ｈ25. 9月 ：後志管内原発立地地域4町村が「黒松内余市間」の早期整備を自由民主党資源・エネルギー調査会原子力

発電所立地地域に関するPTに要望し、H25.9月に同PTが「黒松内余市間」の早期整備を国土交通省に要望

び 後志管内 村 る後志 村会が「 松内余市 期整備を 交通省 望Ｈ25.10月及びH26.2月：後志管内19町村による後志町村会が「黒松内余市間」の早期整備を国土交通省に要望

Ｈ25.11月 ：後志管内19町村による北海道後志町村議長会が「黒松内余市間」の早期整備を国土交通省に要望

Ｈ26. 2月 ：南部後志町村議会正副議長会が「黒松内余市間」の早期整備を国土交通省に要望図９ 整備方針（案）
※通過予定位置及び連結予定位置については、現時点での概ねの位置であり、詳細については今後検討する。
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